
（
装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

装
置
型
式
指
定
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
表
中
「
第
五
十
八
号
改
訂
版
」
を
「
第
五
十
八
号
第
二
改
訂
版
」
に
、「
第
十
九
号
第
二
改
訂
版
」を「
第

十
九
号
第
三
改
訂
版
」
に
、「
第
四
十
八
号
第
三
改
訂
版

」
を
「
第
四
十
八
号
第
三
改
訂
版

第
四
十
八
号
第
四
改
訂
版

」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中

「
第
二
条
第
二
十
二
号
の
前
部
霧
灯

12以
上

」

を

「
第
二
条
第
二
十
二
号
の
前
部
霧
灯

５
以
上

」

に

改
め
る
。

告

示

平成™—年�月�日 月曜日 (号外第˜›Ÿ号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
三
十
三
条

に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
四
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
年
七
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
二
号
様
式
に
よ
る
保
安
基
準
適
合
標
章

（
次
条
に
お
い
て
「
旧
標
章
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
運
送
車
両
の
保
安

基
準
第
二
十
九
条
第
四
項
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
条

旧
標
章
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
二
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
装
置
型
式
指
定
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
五
条
の
表
第
十
号

及
び
第
十
一
号
下
欄
に
掲
げ
る
車
両
並
び
に
車
両
へ
の
取
付
け
又
は
車
両
に
お
け
る
使
用
が
可
能
な
装
置
及
び
部
品

に
係
る
統
一
的
な
技
術
上
の
要
件
の
採
択
並
び
に
こ
れ
ら
の
要
件
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
認
定
の
相
互
承
認
の
た
め

の
条
件
に
関
す
る
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。）に
附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
（
次
条
に
規
定
す
る

も
の
を
除
く
。）は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
日
ま
で
は
、第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
装
置
型
式
指
定
規
則（
以

下「
新
規
則
」と
い
う
。）第
五
条
の
表
第
十
号
及
び
第
十
一
号
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に
附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ

た
認
定
と
み
な
す
。

第
五
条

旧
規
則
第
五
条
の
表
第
十
一
号
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に
附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
（
特
殊
な
突

入
防
止
装
置
及
び
突
入
防
止
装
置
取
付
装
置
並
び
に
車
枠
又
は
車
体
の
う
ち
突
入
防
止
装
置
及
び
突
入
防
止
装
置
取

付
装
置
以
外
の
部
分
と
一
体
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
突
入
防
止
装
置
及
び
突
入
防
止
装
置
取
付
装
置
に
係
る
も
の
に

限
る
。）は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
十
日
ま
で
は
、
新
規
則
第
五
条
の
表
第
十
一
号
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に
附
属
す
る

規
則
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
と
み
な
す
。

第
六
条

旧
規
則
第
五
条
の
表
第
十
八
号
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に
附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
は
、
平
成
二

十
二
年
七
月
十
日
ま
で
は
、
新
規
則
第
五
条
の
表
第
十
八
号
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に
附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ

た
認
定
と
み
な
す
。

第
四
十
三
条
第
二
項
中「

別
添
54「
灯
火
器
及
び
反
射
器
並
び
に
指
示
装
置
の
取
付
装
置
の
装
置
型
式
指
定
基
準
」」

を「
協
定
規
則
第

48号
第
４
改
訂
版

5.及
び

6.（
6.19.を

除
く
。）の

技
術
的
な
要
件
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３
前
部
霧
灯
の
照
射
方
向
の
調
節
に
係
る
性
能
等
に
関
し
保
安
基
準
第
33条
第
４
項
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
二

輪
自
動
車
、
側
車
付
二
輪
自
動
車
並
び
に
カ
タ
ピ
ラ
及
び
そ
り
を
有
す
る
軽
自
動
車
以
外
の
自
動
車
に
あ
っ
て
は
別
添

52「
灯
火
器
及
び
反
射
器
並
び
に
指
示
装
置
の
取
付
装
置
の
技
術
基
準
」
に
定
め
る
基
準
と
し
、
二
輪
自
動
車
、
側
車

付
二
輪
自
動
車
並
び
に
カ
タ
ピ
ラ
及
び
そ
り
を
有
す
る
軽
自
動
車
に
あ
っ
て
は
別
添
53「
二
輪
自
動
車
等
の
灯
火
器
及

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
六
十
九
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第

十
八
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第

三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
、
第
三
十
四
条
第
三
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第

三
項
、
第
三
十
五
条
第
三
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
三
項
、
第
三
十
六
条
第
三
項
、
第
三
十
七
条
第
三
項
、
第
三
十
七

条
の
二
第
三
項
、
第
三
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
三
十
七
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
八
条
第
三
項
、
第
三
十
八
条
の
三

第
三
項
、
第
三
十
九
条
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
、
第
四
十
条
第
三
項
、
第
四
十
一
条
第
三
項
、
第
四
十
一

条
の
三
第
三
項
、
第
四
十
一
条
の
四
第
四
項
並
び
に
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の

細
目
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
十
九
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
年
七
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

冬
柴

鐵
三

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「別

添
25「
突
入
防
止
装
置
の
技
術
基
準

」」を
「協

定
規
則
第
58号
第
２
改
訂
版
7.

の
技
術
的
な
要
件

」
に
、「別

添
26「
突
入
防
止
装
置
取
付
装
置
等
の
技
術
基
準
」
に
定
め
る
基
準

」
を
「協

定
規
則
第

58号
第
２
改
訂
版

25.の
技
術
的
な
要
件
に
定
め
る
基
準
（
法
第

75条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
装
置
の
型
式
の

指
定
を
行
う
場
合
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
協
定
規
則
第

58号
第
２
改
訂
版

25.6.の
規
定
中
「
２
ｍ
」
と
あ
る
の

は
「

1•
5ｍ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。）

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「別

添
26「

突
入
防
止
装
置
取
付

装
置
の
技
術
基
準

」」を
「協

定
規
則
第
58号
第
２
改
訂
版
16.又

は
25.の

技
術
的
な
要
件

」
に
、「行

う
場
合
に
あ
っ
て

は
、
別
添

26「
突
入
防
止
装
置
取
付
装
置
の
技
術
基
準
」
の

3.2.3.及
び

3.3.6.の
規
定
中
「
地
上

1¶
500
¤
を
超
え

る
」
と
あ
る
の
は
「
地
上

3¶
000
¤
を
超
え
る

」」を
「行

う
場
合
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
協
定
規
則
第

58号
第
２

改
訂
版
16.3.又

は
25.6.の

規
定
中
「
２
ｍ
」
と
あ
る
の
は
「
1•
5ｍ

」」に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「協

定
規
則
第
123号

」
を
「協

定
規
則
第
123号

補
足
改
訂
版

」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及

び
第
七
項
中
「別

添
54「
灯
火
器
及
び
反
射
器
並
び
に
指
示
装
置
の
取
付
装
置
の
装
置
型
式
指
定
基
準

」」を
「協

定
規

則
第

48号
第
４
改
訂
版

5.及
び

6.（
6.19.を

除
く
。）の

技
術
的
な
要
件

」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「協

定
規
則
第

123号
の
技
術
的
な
要
件
（
同
規
則
の
規
則
5.、

6.及
び
7.に
限
る
。
以
下
同
じ
。）

」
を
「協

定
規
則
第
123号

補
足
改

訂
版

5.、
6.及

び
7.の

技
術
的
な
要
件

」
に
、「同

規
則

5.3.及
び
同
規
則

5.8.

」
を
「協

定
規
則
第

123号
補
足
改
訂

版
5.3.（

5.3.1.を
除
く
。）及

び
5.8.

」
に
、「同

規
則

6.

」
を
「協

定
規
則
第

123号
補
足
改
訂
版

5.3.1.1.の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
交
換
式
電
球
の
受
金
形
状
は
、
定
格
電
球
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
Ｃ
7709に

定
め
ら
れ
た
形
状
、
定
格
電
球
以
外
の
電
球
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
他
の
誤
組
付
防
止
措
置
が
図
ら
れ
た
形

状
で
あ
れ
ば
よ
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
協
定
規
則
第

123号
補
足
改
訂
版

6.

」
に
、「同

規
則

9.2.

」
を
「協

定
規
則
第

123号
補
足
改
訂
版

9.2.

」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
及
び
第
十
項
中
「別

添
54「

灯
火
器
及
び
反
射
器
並
び
に
指
示
装

置
の
取
付
装
置
の
装
置
型
式
指
定
基
準

」」を
「協

定
規
則
第

48号
第
４
改
訂
版

5.及
び

6.（
6.19.を

除
く
。）の

技
術

的
な
要
件

」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「協

定
規
則
第
123号

」
を
「協

定
規
則
第
123号

補
足
改
訂
版

」に
、「同

号

」

を
「協

定
規
則
第
123号

補
足
改
訂
版

」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
4
3条

前
部
霧
灯
の
灯
光
の
色
、
明
る
さ
等
に
関
し
、
保
安
基
準
第
33条
第
２
項
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
協
定

規
則
第
19号
第
３
改
訂
版
5.、

6.、
7.及
び
8.の
技
術
的
な
要
件
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。
た
だ
し
、
型
式
の
指
定

等
を
行
う
場
合
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
協
定
規
則
第
19号
第
３
改
訂
版
5.6.及

び
5.7.は

適
用
し
な
い
こ
と
と

し
、
協
定
規
則
第
19号
第
３
改
訂
版
5.5.

î
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
交
換
式
電
球
の
受
金
形
状
は
、
定
格
電
球
を

使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
Ｃ
7709に

定
め
ら
れ
た
形
状
、
定
格
電
球
以
外
の
電
球
を
使
用
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
そ
の
他
の
誤
組
付
防
止
措
置
が
図
ら
れ
た
形
状
で
あ
れ
ば
よ
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
協
定
規
則
第
19号

第
３
改
訂
版

6.の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
小
光
度
及
び
最
大
光
度
は
、
協
定
規
則
第

19号
第
３
改
訂
版

10.3.5.

の
規
定
に
適
合
す
れ
ば
よ
い
も
の
と
す
る
。
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